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 ３月１６日、郵政ユニオンは賃金引上げ、大幅増員、均等待
遇などの１５春闘要求を掲げて全国２４職場でストライキを決行

しました。 

 この日は、全国の職場で早朝宣伝、局舎前集会など１０００

名を超える組合員が１５春闘勝利に向けて行動しました。  

 東京の拠点となった玉川支部は、早朝７時から門前ビラ

配布、ＯＢ組合員は等々力駅で「玉川局の郵便サービス

が危ない！」と人手不足の実態を宣伝。 

 ８時前から玉川局前で開かれたスト突入集会には、全都

の組合員、区内の労働組合など約１００名が集まり、ストラ

イキを支援・成功させました。 

集会で外薗支部長は「人員不足で欠区、夜遅くまで配

達。年末始の３６協定１０９時間に対し１７人がオーバー。

最高１３４時間も。長時間過密労働で長期病休者も。期間

雇用社員は年休消化ができず年休は２年で消滅」などサ

ービス低下と労働条件の悪化を告発し、ストライキを成功

させ要求実現までたたかうとの決意を述べました。 

１１時から開かれた、本社前集会では１８０人の組合

員・支援者が結集。会社の不誠実な回答に怒りの声を

上げ、春闘勝利までたたかう決意を固めあいました。 

  

同日夕方、本社は具体的回答は別途回答するとしな

がら、月給制及び時給制社員の賃金改善を行う。正社

員一時金年間３・７月、「特別手当」支給検討。４月新規

採用１８００人で正社員増員となる見込みなど一定の回

答がありました。しかし、ベースアップはゼロ回答。闘争

委員会は「要求からほど遠い」と引き続き交渉を強化

し、要求実現をめざします。 

 


